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　本センターでは、地域防災研究を発展させるとともに、自然災害だけでな

く、環境面や生活面を含めた広いリスクを対象とし、地域リスクの低減化に

寄与する研究を推進します。そのため、地域行政、産業界、市民団体等との連

携・協働の下、関連教員の分野横断的な連携により、地域のリスク低減に向け

たプロジェクトの実践や技術開発、地域社会への研究成果の還元等に取り組

み、安全安心で活力ある地域社会の形成に貢献する先進的な統合学術研究拠

点の形成を図ります。

　人とロボットとが高度に協調しあい、豊かな生活を生み出す社会を目指

し、介護ロボット、サービスロボット、アシスト技術、コミュニケーショ

ン技術等の研究を進めています。

　特に、介護・看護・リハビリをトータルに行う未来型の〈次世代介護ス

テーション〉、病院内回診ロボット〈テラピオ〉、豊橋市の観光案内ロ

ボット〈トヨッキー〉、農業支援ロボットに関する共同プロジェクトを進

めています。さらに人の手助けを上手に引き出す〈弱いロボット〉の研究

など、人とロボットとの新たな共生のあり方を探っています。

　低炭素で持続発展可能な未来ビークルシティの創成にむけて、

 (1) 電気自動車が移動手段の主流となる低炭素なビークルシティの研究

 (2) 交通弱者に配慮した安全・安心なビークルシティの研究

 (3) 低炭素化社会を支える省エネルギー技術と新たな社会システムの研究

に挑戦しています。

　センシング技術をはじめとした様々な工学的要素技術を持つ本学は、そ

の応用展開のための活動拠点として本センターを設け、農業・センサ・バ

イオ・環境分野における総合的な研究・技術開発に取り組んでいます。セン

ターには専任の特任教員及び異なる学科・分野の教員が横断的に協力しながら

研究を行うとともに、社会人を対象とする「最先端植物工場マネージャー」、

「土地利用型IT先端農業コース 」及び「6次産業化推進人材育成」の養成プロ

グラムを開講し、地域社会での農業人材育成を進めています。センシング技術
人工光利用型植物工場
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　豊橋技術科学大学は、文部科学省の「研究大学強化促進

事業」に採択されたことを機に、平成25年12月、社会を

変革させるに足る優れた研究成果を生み出せるよう「研

究の総合戦略企画運営」を行う研究推進アドミニストレー

ションセンター（RAC：Research Administration Center）

を組織しました。

　RACでは、本学で行われている教育・研究や開発の中

身に精通し、さらに社会で何が求められているかについ

ても十分な知識を持ったＵＲＡ（University Research 

Administrator）や 産官学連携科学技術コーディネーター

の精鋭たちによって、①注力すべき基礎研究や産学官連携

研究の方向づけ、②そのための具体的な研究戦術や学内研究施設拡充計画の立

案、また、③教員と一緒になった大型の研究プロジェクトの企画・立案、さら

に④産学共同研究や競争的資金獲得に向けた技術事務支援、⑤知的財産創出活

動、⑥研究成果の国際情報発信やコンソーシアムの企画運営を含むアウトリー

チ活動、⑦各種契約締結や産学官連携リスクマネジメントに関する業務、⑧学

内共同利用機器の有効活用の仕組み作り等が進められています。

　RACは、こうした取り組みを通じて技術科学イノベーション研究機構（RITI）

の研究活動を支援します。特に戦略研究部門については、公募申請段階からの

連携企業との橋渡しや、採択後の論文執筆や知財創出、ライセンスなどのアウ

トプットを最大化するなどの支援を強力に推進します。

■ 研究戦略室

■ 産学連携推進室

■ 知的財産管理室

■ 技術科学支援室

■ 産学官連携リスクマネジメント室

研究推進
アドミニストレーションセンター

(RAC:Research Administration Center)

・ 国内外の学術研究動向・科学技術政策、社会のニーズ、学

内の研究ポテンシャル等を分析し、全学的な研究戦略案

を策定し、戦略企画会議に提案します。

・ URA（リサーチ・アドミニストレーター）の継続的な育成

のためのプログラムを策定し、実施します。

・ 産学官連携を核にした価値創造型異分野融合研究の更

なる推進のための施策を提言します。

・ インパクトの大きいプロジェクトに対して、競争的資金獲

得のための支援を行います。

・ 知的財産の創出から権利化・活用までの総合的な支援

と、知的財産に関する産学連携活動の支援を行います。

・ 国際特許・国際法務の専門職員を配置して、特許業務や

契約業務のグローバル化に対応します。

・ 学内の共同利用機器を集中管理し、高度な技術を持つ専

任教員や専門職員を配置して、異分野融合研究を支援し

ます。

・ 産学官連携活動の円滑な推進に向けて、共同研究に係る

利益相反、秘密情報管理及び安全保障輸出管理のマネジ

メントを行います。 
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